
食品加工団地・コールドチェーン等の整備によるフードバリューチェーンの構築 

● 官民連携で産業・物流ネットワークと連携し、高付加価値産地、食品加工団地、コールドチェーン等の 
 整備による高付加価値フードバリューチェーンを構築。  
● これにより、高品質な日本食の輸出環境を整備するとともに、現地日本企業を通じたマーケットイン型 
 の輸出体制の構築を推進。 

フードバリューチェーンの構築 
～産地のこだわりを消費者につなげる～ 

 
 

生 産 消 費 製造・加工 

●園芸作物産地 
●農業機械・種苗 
●農業インフラ（灌漑等） 

●日系コンビニ、スーパー、モール 
●和食レストラン 

●食品加工団地 
●食品製造設備 

流 通 

コールドチェーン 

産業・物流ネット 
ワーク との連携 

日本の食産業の 
海外展開 

経済協力の 
戦略的活用 

日本食の 
輸出促進 

※アセアンの東西・南部等の経済回廊、インドの「スマート・ナレッジ＆農業回廊構想」及び「デリー・ムンバイ間産業大動脈構想」等 

＜ＦＶＣ構想１＞ 

※ 



日本の先進技術の導入によるフードバリューチェーンの構築 

● 官民連携で乾燥・寒冷地農業生産、灌漑、ＩＣＴ、植物工場、品質管理等の日本の先進技術の導入に 
 よる高付加価値産地、食品加工団地、コールドチェーン等の整備による高付加価値フードバリュー 
 チェーンを構築。  
● これにより、高品質な日本食の輸出環境を整備するとともに、現地日本企業を通じたマーケットイン型 
 の輸出体制の構築を推進。 

フードバリューチェーンの構築 
～産地のこだわりを消費者につなげる～ 

 
 

生 産 消 費 製造・加工 流 通 

●産地形成 
●乾燥・寒冷地農業 
  技術、ＩＣＴ、植物 
    工場 
●農業インフラ（灌漑等） 

●コールドチェーン 
●低温物流センター 

●日系コンビニ、 
   スーパー、百貨店 
●和食レストラン 
●第三国輸出 

●食品加工団地 
●食品製造設備 
●品質管理技術 

＜ＦＶＣ構想２＞ 

日本の食産業の海外展開と 
先進技術の導入 

経済協力の戦略的活用 
日本食材の輸出促進と 

マーケットイン型輸出体制の構築 



（注）ハラール食品市場規模は、「グローバル・フード・バリューチェーン検討会」 丸紅㈱提出資料 

       
      
     
   
 
 
      
   

  【UAE（ドバイ）】 
    中東ハブ 
 （ハラール・ハブ） 
 
 
 
 
 
 
 
   

中東 

 
アセアン 

 

北アフリカ 

 【シンガポール】 
 日本食品のハブ 

ハラール食品市場（約65兆円（注）） 
（アセアン、中東、北アフリカ、欧州等） 

       
      
     
   
 
 
【マレーシア（クアラルンプール）】 
      ハラール・ハブ 
 
 
 
 
 
 
   

日本産ハラール食品・
食材の輸出 

ハラール食品の生産・流通 
・販売網の構築 

～産地のこだわりを消費者につなげる～ 

ハラール食品の生産・流通・販売のフードバリューチェーンの構築 

● 官民連携でマレーシア（クアラルンプール）、UAE（ドバイ）等を拠点とするハラール食品の生産・流通・ 
 販売のフードバリューチェーンを構築。 
● クアラルンプール、ドバイ等の「ハラール・ハブ」と日本食品の「シンガポール・ハブ」の連携により、 
 日本産のハラール食品・食材の輸出を促進。併せて、ハラール食品の認証取得を促進。 

欧州 
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アフリカ開発会議と民間投資の連携によるフードバリューチェーンの構築 
～ 自給自足から市場志向型農業“farming as business”への転換 ～ 

● アフリカ開発会議（TICAD）と民間投資の連携による農業生産の増大と生産コストの低下、高付加価値 
 農業、６次産業化等による高付加価値フードバリューチェーンを構築。  
● これにより、自給自足から市場志向型農業への転換や第三国輸出等により、途上国の経済成長と農 
 村の所得向上を実現。 

フードバリューチェーンの構築 
～産地のこだわりを消費者につなげる～ 

 
 

生 産 消 費 製造・加工 

●産地形成（カカオ豆、 
  大豆、ゴマ、花、米等） 
●農業機械・種苗 
●農業インフラ（灌漑等） 

●国内小売店・市場 
●第三国輸出 

     ●食品加工施設 
●パッケージ施設 

流 通 

日本の食産業の 
海外展開 

経済協力の戦略的活用
（TICAD V支援策） 

日本食材の輸出促進 

１．2018年までにサブ･サハラアフリカでコメ生産を2,800万トンに倍増（CARD） 
２．自給自足から市場志向型農業への転換を10ヶ国で展開。技術協力1,000人の人材育成、5万人の小農組織形成。 

●物流施設 
●貯蔵施設 

           ●港・空港   

TICAD V の支援策（第5回アフリカ開発会議横浜行動計画） 
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食品関連産業の海外売上高の推移と目標 
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（資料）海外売上高は経済産業省「海外事業活動基本調査」を、世界の食市場の拡大はＡＴカーニー社の推計をもとに農林水産省が作成。 
※2020年度の目標はトレンドと政策効果を加味し設定（2006～2011年度の地域別売上高年平均増加率を用いて推計すると４．６兆円）。 
※2030年度の意欲的目標は、世界の食市場の拡大分340兆円の約３割が海外企業の取り分で、産学官の更なる取組強化により日本企業 
  がその約２割を獲得すると想定。 

世界の食市場の拡大 


